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成田国際空港株式会社

第4回ビジネスジェットの推進に関する委員会資料

成田空港における成田空港における
ビジネスジェット受け入れ対応についてビジネスジェット受け入れ対応について

資料１－１
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ビジネスジェット専用ターミナルについてビジネスジェット専用ターミナルについて

CIQ施設を備えた、首都圏で初のビジネスジェット

専用ターミナルが本年3月末に完成予定

プライバシーを確保した専用動線を利用して

短時間での出入国検査が可能となり、

東京エリアへのスピーディーなアクセスが可能
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B滑走路 2,500m

A滑走路 4,000m

第1ターミナル

第2ターミナル

ビジネスジェット専用施設

定期便が使用していない場合に
限り、ターミナル直近のスポッ
トでお客様の乗降が可能

ビジネスジェット駐機スポット

ビジネスジェット専用ターミナルの位置ビジネスジェット専用ターミナルの位置

約100m
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ビジネスジェットの駐機スポットビジネスジェットの駐機スポット

B滑走路 2,500m

A滑走路 4,000m

第1ターミナル

第2ターミナル

現在18スポット
2010年12月: 10スポット ⇒ 15スポット

2011年10月: 15スポット ⇒ 18スポット
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ビジネスジェットターミナルのイメージビジネスジェットターミナルのイメージ

専用施設の直ぐ近くでの乗降が可能

ラウンジを整備

CIQ施設を備え、短時間で出入国検査が
可能
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成田空港

羽田空港

赤坂
東京
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成田エクスプレス成田エクスプレス:: JRJR

5353 分分

3636 分分

スカイライナースカイライナー:: 京成京成

2020--3030 分分

ヘリコプターヘリコプター: MCAS: MCAS

約約5050 分分

乗用車乗用車

上野

都心へのアクセス都心へのアクセス

成田から都心へは約60km

ヘリコプターで約20分
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スロット及びスポット情報のスロット及びスポット情報のWebWeb公開公開⇒⇒WebWeb申請化申請化

英語版
http://www.naa.jp/en/b2b/

スロット及びスポットの空き
状況をWeb上で公開

日本語版
http://www.naa.jp/jp/airport/ga/

Web上でのスロット及びス
ポットの使用申請が可能
（4月の利用開始予定）
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ビジネスジェット機運航実績（年間）ビジネスジェット機運航実績（年間）
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※ビジネスジェット機数は、社用機・個人所有機の自家用運航数であり、試験飛行・撮影取材、オウンユース
チャーター等は含まれていない。

※機数は、出発1回、到着1回として数えている。
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1

ビジネスジェットの現状について

2012.2.16 関西国際空港株式会社
0

資料１－２

関西空港のビジネスジェット運航実績

1

・2009年は例年に比べ減少。(リーマンショック後の経済不況と推測）
・2011年は、ほぼ2009年と同程度まで減少。（前年比65％）
震災およびその後の放射能の影響等により、特に外国発の需要が
減少しているものと考えられる。

・米国本土からアンカレッジ経由、もしくは香港からの飛来が傾向として多い。
※航空運送事業者以外の民間企業等によるﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ運航を集計。
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東日本大震災の影響
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・震災前6か月（2010年9月～2011年2月）と
震災後6か月（2011年3月～8月）の運航実績を、
それぞれの期間の過去3年の平均と比較

9～2月
(震災月以前）

3～8月
（震災月以降）

過去3年 平均 149 151

2011年 143 116

96% 77%

・震災以降は過去平均の77％となり、大きく減少

・直近2か月（11～12月）は、過去平均の98％まで回復

オペレーターからのヒアリング

3

・震災以降、一般旅客同様、ビジネスジェットにおいても
外国からのインバウンドが減少。その後回復傾向。

・ビジネスジェットの需要は、関西圏よりは首都圏の
利用が多い。

・関西系企業で利用する動きが出ているものの、
日本企業のビジネスジェット利用もあまり増える
気配がない。
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関西国際空港の利点および課題

4

利点
・完全24時間空港で、複数長大滑走路をもつ
・スロットスポットとも余裕がある
・ＣＩＱも24時間対応

⇒煩雑な申請等がなく、24時間いつでも離発着が可能

・ビジネスジェットの保管・整備が可能な格納庫も完備
・北米-アジア間のビジネスジェット移動の
テクニカルランディング場所としても最適

課題
・ビジネスジェット専用ターミナル施設がなく、
シンプルな旅客動線・プライバシーが確保できない。

・首都圏に比べ、ビジネスジェット需要が少ない。
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・ビジネスジェットにとって、いつでも利用可能な空港
であることを国内外に発信

・ビジネスジェット需要の基盤となる、関西経済の発展
のために、航空ネットワーク・物流を積極的に拡大

・既存施設の改良や専用施設の設置等、
ビジネスジェットサービスの向上の検討をすすめる

今後の取り組み



中部国際空港における
国際ビジネス機の利用状況

中部国際空港株式会社

空港運用本部

２０１２．０２．１６

資料１－３



◆ビジネスジェット利用実績

＊ 国際・国内（年推移）

＊ 国際 2010年・2011年比較

～３．１１震災前後推移～

◆最近の利用特性

◆要望・今後の取り組み

◆セントレア独自の緊密な連携

【目次】



◆国際・国内ビジネスジェット
利用実績（年推移）
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◆国際ビジネスジェット利用実績
（2010年・2011年比較）
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◆最近の利用特性
○震災の影響

・震災直後は、当初予定（ ３月中旬・下旬）されていた運航の

キャンセルが多数発生し、４月～9月期は飛来機数が減少した。

・１０月からは、2010年をやや上回る水準に回復してきている。

○出発地/目的地

・米国方面が中心。中国方面も多い。

・2010-2011年や震災前後での差異は特に見られない。

○主な利用例
・中部圏へのビジネス、観光

・テクニカルランディング（主に深夜）

・フェリー（主に首都圏）

・目的地空港の悪天候やカーフューによるダイバート

・機材トラブル時の整備目的の飛来

・お客様の急なスケジュール変更
３



◆要望・今後の取り組み
今後増大すると予想される国際ビジネスジェットに対応できる、

更なる環境整備が必要

【要望】

○首都圏空港以外の空港における受入れ環境の整備
天候不良によるダイバートや災害等で首都圏空港に離発着できない

場合があるため、首都圏以外の空港においてもビジネスジェットの

受け入れ環境を改善することが必要

→お客様に確実で安心な運航を確約するとともに、高いレベルの

サービスを提供することがビジネスジェットの利用促進に繋がる

○第2CIQエリアの常時運用
定期旅客便の離発着がない深夜・早朝時間帯に限定されている

第2CIQエリアの常時運用

４



【今後の取り組み】

○ビジネスジェット格納庫の機能拡張
整備機能の強化

需要に対応したビジネスジェット格納庫の拡張

○国際ビジネスジェットチャーターフライトの

拠点化
今後増大するチャーターフライトの拠点化を目指す

○運航支援の更なるサービス品質の向上

５



◆セントレア独自の緊密な連携

◆空港会社運航支援チームが
ハンドリング会社（運航代理店）を支援

ユーザーニーズに即したサービスや

トラブル時におけるフレキシブルな対応
による問題解決

◆運航支援チームと空港運用を行うセントレ
ア・オペレーション・センターが緊密な連携
を取ってお客様に最適なサービスを提供

・柔軟なスポットアサイン
・スムーズな保安検査場通過、

制限区域ゲートでの入退場、
状況に応じた警備員の増強

・制限区域の安全管理
・各種空港施設利用調整 など

セントレア・アライアンスにより一丸と
なってビジネスジェットの受け入れ体制
を構築

セントレア・アライアンス

◆第２CIQエリア使用時にも、CIQと緊密な
連携により、急な出入国時刻の変更が発生して
も、スムーズな出入国手続きを実現

ハンドリン
グ会社（運
航代理店）

CIQ

CAB

グランド
ハンドリング

空港会社

運航支援チーム

<空港運用>
セントレア
オペレーション
センター
（COC）

<整備・格納庫>
㈱ジャプコン
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